
 

 

業  種 鉄道・軌道 

取組分野 教育・訓練（「事故」体験の共有） 

テ ー マ 過去に発生した鉄道事故を風化させないための取組み 

取組の狙い 過去の鉄道事故を漫画形式で表現した安全啓発冊子『THE CASE STUDY』を

発行し、社内の安全意識の更なる向上を図る。 

具体的内容 ・ 現在の鉄道はシステムの高度化により安全性が向上し、事故は減少傾

向にあります。その反面、事故が身近なものではなくなり「自分の一

挙手一投足が安全を確保している」という意識が希薄になってきてい

るのも事実です。 

・ そこで、社員に対して「なぜ、この基本動作があるのか」、「なぜ、こ

のような仕組みになっているのか」という原点を思い起こさせ、「自分

の行動にお客様の命と仲間の命が懸かっている」ことを再認識させる

ために、過去の鉄道事故を漫画形式で表現した本冊子を作成すること

としました。 

・ 現在では当たり前となった保安装置や車両構造、基本動作について、

これを取り入れる契機となった事故を読みやすい漫画形式で表現する

とともに、事故の概要や原因、対策も解説としてストーリーに組み込

むことで、繰り返し読んでも飽きのこない構成にしています。 

・ 社内への周知の際には「冊子を気軽に扱って構わない」という点を強

調することで、まずは読者（社員）の手にとってもらうことを第一と

しています。 

・ さらに、ひとりの人間として、仲間とともに仕事をする一員として「自

分が守るべきもの」について考えてもらえるようなメッセージも加え

られています。 

取組の効果 発行後、わずか３ヶ月であるが、次のような効果が現れています。 

・ 漫画形式と解説部分で冊子が構成されていることから、飽きのこない

読み物である点も評価され、社員からの反響は極めて良好です。 

・ 社内研修等においても効果的に活用されています。 

事業者名 相模鉄道株式会社 安全対策部 

（連絡先：０４５－３１９－２１１９） 



（別添） 
ＴＨＥ ＣＡＳＥ ＳＴＵＤＹ ～鉄道事故の『記録と記憶』～ 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●事故の様子を【漫画形式】で紹介 

    

 

●事故の概要や原因、対策をまとめた解説部分 

 


